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Ⅰ.緒言
　周手術期実習は、手術を受ける人の身体と心を理
解し、各経過時期に応じた生命維持・健康回復への
看護を実践するために必要な能力を習得することを
目的としている。周手術期実習の特徴として、手術
という生体への侵襲を伴う治療法による患者の様々
な面に生じる急激な変化があり、学生は短期間のう
ちに知識確認を行い、患者の状態と照合し、安全安
楽を保証した看護援助を実践することの必要性があ
げられる。学生にとって、初めて体験する多くの医
療機器や特殊環境下における学習であり、学生は周
手術期実習に強い困難感や不安を感じているという
報告が数多い1）2）3）4）5）。
　近年、医療技術の進歩に伴い、低侵襲性手術が増
加して早期の退院が可能となり、患者の在院日数の
短縮化が進んでいる。周手術期実習への影響も少な
くなく、受け持ち患者が手術後の早期に退院し、学
生の看護過程の展開が後追いになることもしばしば
である。在院日数が短い患者と学生の出会いの場面
を、いかに有効に授業設計していくかが教員に求め

られている。2011年、厚生労働省『看護教育の内容
と方法に関する検討会報告書』6）では、在院日数の
短縮化が進む臨地実習の現状を踏まえ、臨地実習で
経験できない内容は学内での演習で補完すること、
実習の事前準備や実習中あるいは実習後の振り返り
を充実させること、看護実践の場以外で行う学習も
臨地実習に含めることなど、医療現場の状況にあわ
せ、臨地と学内の学習が連動する教育プログラムの
推進が提案された。そして、2019年10月15日、厚生
労働省は『看護基礎教育検討会報告書』7）として、
「保健師助産師看護師学校養成所指定規則」の改正
案などを発表し、領域横断の考え方に基づく実習の
実現化に向けて動き出した。今後、教育実践レベル
での具体的な実習プログラムの設計が周手術期実習
を含む看護教育において大きな課題になっている。

Ⅱ.研究目的
　本研究は、患者の在院日数の短縮化など臨床現場
の現状に即した周手術期実習プログラムを検討する
基礎資料として、周手術期実習に関する国内先行研
究の動向を探索し、教育方法の課題と展望を明らか
にすることを目的とした。
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Ⅲ.方法
１.文献の抽出方法と文献数
　文献は医学中央雑誌Web版を用いて検索を行っ
た。対象とする文献は文献レビューの先行研究か
ら研究件数が少ないことが想定されたため、1983～
2018年の全年検索とした。キーワードを「周手術期
実習」とし、タイトルまたは抄録に含むものを対象
とした。対象や方法、結果の詳細が記述されてい
る必要があるため、対象文献の論文種類を会議録
(抄録)や解説を除く「原著論文」に絞ったところ、
ヒットした文献は30件だった。これら30件のうち、
①対象者が学生もしくは看護師と患者もしくは家族
ではないもの（１件）、②文献レビュー（０）を除
くと29件になった。次に論文内容の質を評価する条
件として、方法が再現可能なプロセスで明示されて
いることを確認し、最終的に29件で分析を行うこと
にした。
２.分析方法
　分析方法の手順は、大木8）によるシステマティッ
クな（系統的な）方法の「文献レビューのプロセ
ス」を参考にした。今回、周手術期看護領域の研
究の動向そのものを探索する目的から、妥当性の確
保が行われているかなどの研究の質を厳密に評価せ
ず、選定した文献はすべて分析対象とした。文献の
分析項目は、論文構成の主要項目である発行年、目
的、対象者、調査法、調査結果とし、独自に文献レ
ビュー用紙を作成して文献ごとに整理し、調査結果
を要約、抜粋して、記述内容で分類し、文献数の統
計を行った。記述統計の結果をさらに短文化して、
文献の全体像を一覧する要約表を作成した。次に、
分析項目のうち、目的、調査結果の内容から、その
研究は「どのような研究細目であるか」の視点で分
類し、件数を算出した。研究細目の分類は、日本看
護学教育学会学術集会で用いられる演題の分類9）を
参考にした。日本看護学教育学会の演題の分類は、
「学生理解」「授業設計」「教授方略」「教育評
価」「臨地実習」「看護技術教育」「倫理教育」
「医療安全教育」「カリキュラム」「新人教育」
「継続教育・教育プログラム」「教員の資質・能
力」「キャリア開発」の13分類からなるが、本研究
のテーマは看護基礎教育の周手術期実習に絞られる
ため、「臨地実習」「新人教育」を除き、「継続教
育・教育プログラム」は「教育プログラム」に変更
して、11分類で行った。なお、「授業設計」は授業

の構成に関すること、「教授方略」は授業の方法、
手順に関することとして分類している。
　本研究は、発行年、目的、対象者における連結不
可能匿名化された既存資料のみを用いる研究である
ことから、研究倫理審査委員会等の承認が不要な研
究であると判断しているが、研究倫理に関わる配慮
として、文献を抽出する際は、対象文献に偏りがな
いようにWebソフトを使用し、キーワードを入力し
て自動的に検索を行い、論文作成の際に使用した文
献は本文中に引用したことを明記して対象文献の概
要を表１として記載し、対象文献、引用文献の一覧
はリストとして最終ページに記載した。

Ⅳ.結果
１．対象文献数および文献数の経時的変化
　抽出した文献は29件であり10)～38）、すべての文献
を入手して精読したところ、選定した文献のすべて
で論文としての構成が整っていた。分析対象となっ
た文献の記述内容を要約、抜粋し、日本看護学教育
学会の演題の分類を活用して分類し、分類一覧とし
て、表１(１)、表１(２)を作成した。周手術期実習
をテーマとした文献は2002年から発行がみられはじ
めた。発行件数の経時的変化の把握として、2001年
から2018年の18年間を６年ごとで３分割して換算す
ると、2001年から2006年が７件、2007年から2012年
が10件、2013年～2018年が12件であり（図１）、文
献数の増加傾向がみとめられた。各年を比較する
と、2017年が５件で最も多かった（表１）。
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と
が
捉

え
ら
れ
た
。
学
生
と
指
導
者
が
学
習
目
標
を
共
有
す
る
こ
と
で
学
生
の
自
己
効
力
感
が
高
ま
っ
て
い
た
。
 

教
授
方
略
④
 

2
0
 

佐
野
な
つ
め
 

2
0
0
9
 

学
生

が
行

っ
た

術
後

観
察

（
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

・

チ
ュ

ー
ブ

類
・

手
術

創
・

疼
痛

・
腹

部
状

態
）

の

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
 

看
護
専
門
学
校
 

3
年
生

1
2
名
 

実
習
記
録
の
分
析
 

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
観
察
は
手
術
当
日
・
術
後

1
日
目
で
ほ
ぼ
全
員
が
行
い
、
術
後

2
・
3
日
目
で
観
察
数
が

少
な
く
な
っ
て
い
た
。
チ
ュ
ー
ブ
類
で
は
排
液
の
性
状
の
観
察
数
が
少
な
く
、
手
術
創
・
疼
痛
は
全
員
が

ほ
ぼ

毎
日
観
察
し
、
腹
部
状
態
は
術
後

3
日
目
ま
で
観
察
し
て
い
た
。
 

看
護
技
術
教
育
③
 

2
1
 

原
田
真
里
子
、
他
 

2
0
0
9
 

学
生

の
看

護
技

術
の

実
施

・
習

得
状

況
か

ら
、

慢

性
期

実
習

、
周

手
術

期
実

習
の

特
徴

を
明

ら
か

に

す
る
 

大
学
看
護
学
部
 

1
年
生

5
0
名
 

看
護

技
術

チ
ェ

ッ

ク
リ
ス
ト
の
分
析
 

各
看
護
技
術
の
実
施
率
は
全
体
的
に
低
か
っ
た
。
講
義
内
容
か
ら
実
施
・
習
得
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
た
技

術
の
多
く
は
実
施
率

5
0
％
以
下
だ
っ
た
。
だ
が
、
実
施
し
た
技
術
の
習
得
率
は
高
く
、
看
護
技
術
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
講
義
か
ら
積
み
重
ね
て
使
用
で
き
る
様
式
へ
変
更
す
る
な
ど
の
検
討
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。
 

看
護
技
術
教
育
④
 

2
2
 

山
本
多
香
子
 

2
0
1
0
 

術
後

ケ
ア

に
ア

ロ
マ

テ
ラ

ピ
ー

を
取

り
入

れ
た

こ

と
に

よ
る

、
学

生
と

患
者

の
関

わ
り

、
学

生
の

心

理
的
な
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
 

看
護
短
期
大
学
 
 

9
名
 

半
構
成
的
面
接
 

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
取
り
入
れ
前
は
【
行
き
づ
ら
さ
】【

現
状
の
打
開
】【

ア
ロ
マ
へ
の
関
心
】
の

3
段
階
が
み

ら
れ
、
取
り
入
れ
後
は
【
効
果
の
実
感
】【

和
ら
い
だ
空
間
の
実
感
】【

ケ
ア
す
る
喜
び
の
実
感
】
の
変
化
が
み

ら
れ
た
。
 

教
授
方
略
⑤
 

2
3
 

山
本
多
香
子
、
他
 

2
0
1
0
 

運
動

器
疾

患
患

者
に

関
す

る
周

手
術

期
実

習
の

事

前
学

習
会

を
行

い
、

看
護

計
画

立
案

・
実

践
へ

の

効
果
、
今
後
の
改
善
点
を
明
ら
か
に
す
る
 

看
護
短
期
大
学
 

3
年
生

2
6
名
 

質
問
紙
調
査
 

実
習
前
に
禁
忌
肢
位
、
術
後
回
復
過
程
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
、
実
習
中
の
患
者
に
応
じ
た
看
護
計
画

立
案
や
援
助
に
つ
な
げ
ら
れ
た
。
今
後
は
、
患
者
の
思
い
、
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
患
者
体
験
を
取
り
入
れ

た
学
習
が
必
要
で
あ
る
。
 

教
授
方
略
⑥
 

2
4
 

佐
野
な
つ
め
 

2
0
1
1
 

周
手
術
期
実
習
に
お
け
る

M
．
G
o
r
d
o
n「

健
康
知
覚

‐
健

康
管

理
パ

タ
ー

ン
」

の
情

報
収

集
の

現
状

を

明
ら
か
に
す
る
 

看
護
専
門
学
校

2
、

3
年
生

1
7
名
 

実
習
記
録
の
分
析
 

学
生
は
患
者
の
言
語
表
現
か
ら
健
康
、
病
気
な
ど
の
情
報
、
患
者
へ
の
質
問
か
ら
対
象
の
特
性
や
知
的
・
情
緒

的
な
レ
デ
ィ
ネ
ス
の
情
報
を
得
て
い
た
が
、
対
象
が
学
習
す
る
必
要
の
あ
る
知
識
と
行
動
、
対
象
の
学
習
ニ
ー

ズ
の
情
報
は
少
な
か
っ
た
。
患
者
教
育
に
関
す
る
情
報
収
集
、
初
期
ア
セ
ス
メ
ン
ト
へ
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

教
授
方
略
⑦
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引
用
文
献

N
o
.
 

著
者
名
 

発
行
年
 

目
的
 

対
象
者
 

調
査
法
 

調
査
結
果
(
要
約
、
抜
粋
)
 

研
究
細
目
の
分
類
 

2
5
 

山
本
多
香
子
、
他
 

2
0
1
1
 

周
手

術
期

実
習

の
事

前
演

習
で

退
院

指
導

パ
ン

フ
レ
ッ
ト
作
成
を
行
い
、
看
護
計
画
立
案
・
実
践

へ
の
効
果
、
今
後
の
改
善
点
を
明
ら
か
に
す
る

看
護
短
期
大
学
 

3
年
生

2
6
名
 

演
習
レ
ポ
ー
ト
の
 

内
容
分
析
 

質
問
紙
調
査
 

演
習

レ
ポ

ー
ト

の
分

析
結
果

か
ら
質

問
紙

を
作

成
し
実

習
後
に

実
施

し
た

。
【
作

成
上
の

留
意

点
】

で
「
文

章
表

現
方

法
」

な
ど

、
【
個

別
性
に

応
じ

る
た

め
の
留

意
点
】

で
「

退
院

後
の
生

活
で
知

り
た

い
と

思
う
こ

と
」
な
ど

の
情
報
提
供
、
【
視
覚
的
な
効
果
を
狙
う
】
で
「
絵
や
写
真
を
入
れ
る
」
な
ど
が
捉
え
ら
れ
た
。

教
授
方
略
⑧
 

2
6
 

水
谷
郷
美
、
他
 

2
0
1
1
 

手
術
室
実
習
で
学
生
、
実
習
指
導
看
護
師
が
感
じ

た
達
成
感
の
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
 

大
学
看
護
学
科
 

3
年
生

4
0
名
 
 

実
習
指
導
看
護
師

2
8
名

質
問
紙
調
査
 

達
成

感
に

関
す

る
要

因
と
し

て
、
学

生
は

「
看

護
師
協

力
度
評

価
」
「
目

標
達
成

度
」
「

実
習

時
間

」
「

実
施

し
た
看
護

援
助
」
、
看
護
師
は
「
学
生
の
実
施
し
た
看
護
援
助
」
「
指
導
時
間
」
が
あ
げ
ら
れ
た
。
 

学
生
理
解
⑤
 

2
7
 

長
田
艶
子
 

2
0
1
3
 

周
手

術
期

実
習

で
受

持
患

者
の

不
在

時
期

に
行

う
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
の
実
施
状
況
、
ケ
ア
へ
の
効

果
、
必
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
 

大
学
看
護
学
科
 

3
年
生

5
8
名
 

質
問
紙
調
査
 

シ
ャ
ド
ー

イ
ン
グ
の
実
施
率
は
全
体
の

6
2
.
1
％
で
、
実
施
し
た
学
生
は
術
後

1
日
目
が
多
く
、
看
護
へ
の

効
果
と
し

て
「
役
に
立
っ
た
」
「
少
し
役
に
立
っ
た
」
が

6
0
％
以
上
、
必
要
で
あ
る
が

9
1
.
7
％
で
あ
っ
た
。

患
者
を
継

続
し
て
受
け
持
て
な
い
場
合
、
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
が
有
用
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
 

教
授
方
略
⑨
 

2
8
 

廣
松
美
和
 

2
0
1
3
 

周
手

術
期

実
習

に
お

け
る

患
者

と
学

生
の

援
助

関
係
の
形
成
に
関
す
る
要
因
を
明
ら
か
に
す
る

看
護
専
門
学
校
 

3
年
生

2
0
名
 

実
習
記
録
の
内
容
 

分
析
 

援
助
関
係

の
形
成
に
関
す
る

6
要
因
が
抽
出
さ
れ
、
「
関
心
を
よ
せ
る
」
「
推
し
量
る
」
「
照
合
す
る
」
は
思

考
・

感
情

・
行

動
の

相
互
作

用
を
伴

う
形

成
要

因
、
「

応
え
る

」
は

感
情

や
思
考

が
伴
わ

ず
消

極
的

な
形
成

要
因
、
「

委
ね
る
」
「
信
頼
す
る
」
は
思
考
・
感
情
・
行
動
が
伴
わ
ず
形
成
要
因
で
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
 

学
生
理
解
⑥
 

2
9
 

菱
刈
美
和
子
、
他
 

2
0
1
5
 

受
け
持

ち
患
者

と
は

別
に

設
定
し

た
I
C
U
・
H
C
U

実
習
の
学
習
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
 

短
期
大
学
看
護
学
科
 

3
年
生

8
6
名
 

質
問
紙
調
査
 

受
け
持
ち

患
者
と
は
別
に

I
C
U
・
H
C
U
実
習
を
半
日
行
っ
た
。
体
験
群

7
3
名
と
体
験
な
し
群

1
3
名
を
比

較

し
た
結
果

、
看
護
実
践
力
は
体
験
群
が
優
位
に
高
か
っ
た
。
体
験
群
の
う
ち
、
看
護
実
践
力
の
変
化
量
が
大

き
い
上
位

2
5
％
の
学
生
は
、
既
習
し
た
知
識
や
技
術
を
活
用
し
て
日
常
生
活
の
援
助
を
実
施
し
て
い
た
。

授
業
設
計
①
 

3
0
 

牛
尾
陽
子
、
他
 

2
0
1
6
 

周
手

術
期

実
習

に
お

け
る

事
前

学
習

シ
ー

ト
の

学
生
の
活
用
状
況
、
有
用
性
を
明
ら
か
に
す
る

短
期
大
学
看
護
学
科
 

3
年
生

7
名
 

フ
ォ
ー
カ
ス
・
 

グ
ル
ー
プ
・
 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
 

事
前

学
習

シ
ー

ト
の

活
用
状

況
か
ら

【
必

要
な

知
識
を

収
集
・

整
理

す
る

】
【
合

併
症
を

経
時

的
に

理
解
し

予
測
す
る

】【
術
後
の
経
時
的
変
化
を
認
識
す
る
】【

一
般
回
復
過
程
を
個
別
性
を
理
解
す
る
】
な
ど

7
カ
テ

ゴ
リ
ー
が

抽
出
さ
れ
、
知
識
の
整
理
、
事
象
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
へ
の
有
用
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
 

教
授
方
略
⑩
 

3
1
 

服
部
由
佳
、
他
 

2
0
1
6
 

周
手

術
期

実
習

に
お

け
る

学
生

の
ス

ト
レ

ッ
サ

ー
と
ス
ト
レ
ス
反
応
の
程
度
、
情
動
知
能
と
ス
ト

レ
ス
反
応
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
 

看
護
専
門
学
校
 

3
年
生

1
2
1
名
 

質
問
紙
調
査
 

認
知
頻
度

の
高
い
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
は
「
記
録
物
の
多
さ
」「

朝
が
早
く
つ
ら
い
実
習
」「

教
員
の
評
価
」
で
あ

っ
た
。
教
員
は
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
な
る
刺
激
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
学
生
の
対
応
能
力
が
効
果
的
に

発
揮
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
必
要
が
考
え
ら
れ
た
。
 

学
生
理
解
⑦
 

3
2
 

佐
野
な
つ
め
 

2
0
1
6
 

学
生

が
捉

え
た

術
後

呼
吸

器
合

併
症

の
影

響
因

子
と
看
護
援
助
を
明
ら
か
に
す
る
 

看
護
専
門
学
校
 

2
年
生

1
1
名
 

実
習
記
録
の
分
析
 

ア
セ
ス
メ

ン
ト
内
容
を
分
析
し
た
結
果
、
術
前
は
「
呼
吸
機
能
検
査
結
果
」
「
喫
煙
歴
」
な
ど

5
つ
、
術
中

は
「
全
身
麻
酔
・
気
管
挿
管
に
よ
る
気
道
内
分
泌
物
の
増
加
」
な
ど

6
つ
の
影
響
因
子
が
抽
出
さ
れ
、
看
護

援
助
は
「

気
道
内
分
泌
物
の
排
出
へ
の
援
助
」
「
術
後
の
呼
吸
状
態
の
観
察
」
な
ど

8
つ
が
抽
出
さ
れ
た
。

学
生
理
解
⑧
 

3
3
 

尾
藤
有
利
子
、
他
 

2
0
1
7
 

術
後

せ
ん

妄
患

者
を

受
け

持
っ

た
学

生
の

学
習

過
程
を
明
ら
か
に
す
る
 

大
学
看
護
学
専
攻
 

4
年
生
質
問
紙

2
8
名
、

面
接

2
名
 

質
問
紙
調
査
 

半
構
成
的
面
接
 

せ
ん

妄
に

つ
い

て
、
基

礎
知

識
の
平

均
正

答
率
は

88
％

だ
が

、
援

助
に
必

要
な

具
体
的

知
識

の
再
学

習
が

求
め
ら
れ

た
。
実
際
に
援
助
し
た
学
生

2
名
は
、
患
者
の
体
験
や
心
情
に
関
心
が
深
ま
り
、
実
践
へ
の
意
欲

が
高
ま
っ
て
い
た
。
実
践
機
会
が
少
な
い
こ
と
か
ら
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
が
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

学
生
理
解
⑨
 

3
4
 

中
村
眞
理
子
、
他
 

2
0
1
7
 

周
手

術
期

実
習

の
終

了
後

レ
ポ

ー
ト

か
ら

学
生

が
学
ん
だ
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
 

看
護
大
学

3
年
生
 

1
1
0
名
 

実
習
レ
ポ
ー
ト
の
 

単
語
頻
度
分
析
 

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
 

単
語

頻
度

分
析

で
は

「
患
者

」
「
手

術
」
「
不

安
」
「
考

え
る
」
「
必

要
」
「
家

族
」

の
順
で

多
く

、
看

護
の
対

象
に
患
者

と
家
族
が
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
で
は
、
学
び
と
し
て
「
手
術
を
受
け
る
患
者
の

看
護
実
践

」
「
手
術
を
受
け
る
患
者
の
理
解
」
「
手
術
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
不
安
」
が
抽
出
さ
れ
た
。
 

学
生
理
解
⑩
 

3
5
 

薄
井
嘉
子
、
他
 

2
0
1
7
 

周
手

術
期

実
習

の
終

了
後

レ
ポ

ー
ト

か
ら

学
生

の
看

護
実

践
能

力
の

習
得

状
況

を
明

ら
か

に
す

る
 

看
護
大
学

3
年
生
 

1
1
0
名
 

実
習
レ
ポ
ー
ト
の
 

内
容
分
析
 

学
士
課
程

版
看
護
実
践
能
力
と
達
成
目
標
の

5
つ
の
能
力
群
「
Ⅰ
群
：
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
ケ
ア
の
基
本
に
基

づ
き
看
護

を
計
画
的
に
実
践
す
る
能
力
」「

Ⅱ
群
：
根
拠
に
基
づ
き
看
護
を
計
画
的
に
実
践
す
る
能
力
」「

Ⅲ

群
：

特
定

の
健

康
問

題
に
対

応
す
る

実
践

能
力

」
「
Ⅳ

群
：
ケ

ア
環

境
と

チ
ー
ム

体
制
整

備
に

関
す

る
実
践

能
力
」「

Ⅴ
群
：
専
門
職

者
と
し
て
研
鑽
し
続
け
る
基
本
能
力
」
に
配
す
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２．対象者、対象者数
　研究の対象者は、文献29件のうち、看護学生が26
件、臨床指導看護師が２件、看護学生と臨床指導看
護師が１件であった。看護学生26件の所属教育機関
は、大学が10件、短期大学が９件、専門学校が７件
であった（表１）。　
３．調査方法
　研究の調査方法は、質問紙調査が11件、実習記
録・実習レポートなどの内容の分析が11件、半構成
的面接、質問紙調査と半構成的面接の組み合わせ
がそれぞれ２件、フォーカス・グループ・インタ
ビュー、演習レポートと質問紙調査の組み合わせ、
STAI調査と唾液中物質測定の組み合わせがそれぞ
れ１件であった（表１）。
４．対象文献における研究細目分類の結果およびそ
の内容

　対象文献29件を、研究細目で分類すると（表
１）、「教授方略」が12件、「学生理解」が11件、
「看護技術教育」が4件、「授業設計」が２件で、 
11分類のうち４分類がみられた。研究細目別で文献
数の経時的変化をみると（図１）、2001年から2006
年の７件では「教授方略」「学生理解」「看護技術
教育」がそれぞれ２～３件であり、2007年から2012
年の10件では「教授方略」が６件で最も多く、「学
生理解」と「看護技術教育」はそれぞれ２件であっ
た。2013年～2018年の12件では、「学生理解」が６
件で最も多く、「教授方略」が４件であり、「看護
技術教育」はみられなかったが、新たに「授業設
計」の２件がみられた。研究細目分類ごとの調査結
果は次のとおりである。
１）「教授方略」
　「教授方略」に関する文献は12件であり、2002
年から2017年にかけ、ほぼ毎年１件が継続的に発
表されている。調査結果の内容をみると、2007年
までは、カンファレンスの効果（No.10）、指導者
から求められる知識・技術の内容(No.17）など、
実習での学習内容に関するテーマが多かったが、
2009年以降は、手術室実習を見学から学生参画型
に変更した成果（No.19）、シャドーイングを取り
入れた成果（No.27）など、指導方法の工夫に関す
るテーマが増え、2010年からは、事前学習の成果
（No.23,30）、学内学習の成果（No.37）など、臨
床現場以外で行う学習方法に関するテーマがみら
れ、事前学習、事後学習との融合学習の検討が行わ

れはじめた。
２）「学生理解」
　「学生理解」に関する文献は11件であり、2002
年から2012年にかけて、２年～３年に１件の割
合で発行されていたが、2016年～2017年の２年
間では５件が連続して発行された。研究テーマ
をみると、2011年までは学生の実習に対するイ
メージ（No.11,13）、不安（No.14）、達成感
（No.26）など、学生の心理的なテーマが多かっ
たが、2016年～2017年では、実習における学生の
学習内容の確認に関するテーマが多くみられた
（No.32,33,34,35）。
３）「看護技術教育」
　「看護技術教育」に関する文献は４件であり、
2005年～2009年に留まっている。看護技術の項目
は、筋肉内注射（No.15）、包帯交換（No.16）、
術後観察（No.20）であり、2009年の研究では
（No.21）、看護技術の全般に至り、実習での実施
率が低いことを報告している。 
４）「授業設計」
　「授業設計」に関する文献は２件であり、2015
年、2018年でそれぞれ１件であった。研究テーマ
は、ICU・HCU実習の有無と看護実践力の関連
（No.29）、ICU・HCU実習と看護観への影響の関
連(No.38）であった。No.29の研究では、看護実践
力の向上をねらいとして、ICU・HCU実習（半日）
を受け持ち患者の実習とは別の実習として行ってい
た。

Ⅴ.考察
１．周手術期実習に関する研究論文数の動向
　周手術期実習をテーマとした研究は、2002年から
発行され、漸次増加傾向にあった。研究論文数の動
向を、研究細目分類別による文献数の経時的変化
でみると（図１）、2007年から2012年では「教授方
略」が多かったが、2013年以降では「学生理解」が
最も多くなり、また、新たに「授業設計」をテーマ
とした研究への取り組みがみられはじめた。近年、
医療の進歩に伴い、手術を受ける患者の在院日数が
短縮化し、従来の対象別・場所別の枠組みでの実習
を効果的に行うことが困難になってきている。加え
て、周手術期実習は術後の生体侵襲の理解の難しさ
や看護展開が速く、学生はストレス状態が高まり、
看護援助への参加に躊躇して、実習に満足感や達成
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感が得られにくいといった報告がある39）40）41）。今
回、研究細目分類の経時的変化の結果から、実習の
構成を検討する「授業設計」がみられはじめたこ
と、学生の学習成果を確認する「学生理解」が増え
ていることが捉えられた。臨床現場の変化が周手術
期実習に及ぼしている影響を実証的に表したものと
示唆される。2015年、厚生労働省は2025年時点の病
床数を現在よりも16万～20万床減らし、在宅や介護
施設へ治療を切り替える目標をあげている42）。在
院期間の短縮化は、今後ますます加速し、周手術期
実習の運営、学生の学習状況への影響が大きくなる
ことが予測される。周手術期実習にとって臨床現場
の現状に即した実習プログラムの検討が喫緊の課題
になっている。
２．研究細目分類で明らかとなった研究論文テーマ
の時系列変化からの示唆

１）「教授方略」
　「教授方略」に関する文献12件の調査結果（要
約，抜粋）をみると、2007年までは実習プロセスを
展開する上での教授内容に関するテーマが多かった
が、2009年からは実習プロセスに加味される教授方
法の工夫に関するテーマがみられはじめた。また、
2010年以降は、事前学習、事後学習の成果など、臨
床現場以外で行われる学習内容をテーマにした、実
習と事前、事後の学内学習の連動を重視する融合学
習の検討が主要な研究になっていた。周手術期実習
では、手術操作による患者の急激な変化への対応が
看護の特徴であり、学生にとっては術後の患者の状
態と看護の実際のイメージが難しい。事前学習は、
手術直後の患者のイメージ化と、周手術期実習で求
められる看護実践に向けて何をどのレベルまで学習
する必要があるのかを実感する機会であり、実習の
準備教育として重要であると考えられる。また、近
年の少子化に伴い、高等教育への入学希望者が全員
入学してくる現状から、入学者間の学力格差が生じ
ている現代的学力の問題があり、大学レベルの教育
を受けるためには、十分な準備教育を行わなければ
教育の質を保つことが難しい状況にあることが報告
されている43）。臨地実習の実施にあたって、実習
における教育の質を保つためには、直前の準備教育
の充実がますます重要になることが示唆される。
　一方、事前学習が調べる学習にとどまり看護実
践につながる具体的な学習になっていないことが
危惧される。事前学習として、学習課題を記録にま

とめる課題は、学生によって学習量や学習内容の具
体性に差が生じてしまうという指摘がある37）。記
録に知識を書き留めるだけでなく、自分なりの思考
を整理することを目的として、知識と臨床現場の照
合を想定する、予測される事象の意味を考えながら
知識を理解することを促すために、事例を提示する
などの実践的な教授方略が求められる。関連して、
e-learning44）、シミュレーション学習45）、事前学習
の演習発表23）など、実習前に看護の実際のイメー
ジ化を促進する教授方略が試され始めている。実習
の事前学習は、学生にとって必要に迫られた時期の
学習であり、講義による知識、技術の基本的な学習
に重ねた、有機的な効果が期待される。臨床現場の
実際に役立つような学習環境、効果的教材を提供
し、学習時間を確保することで学生の学習意欲、お
よび学習効果が上がることが示唆される。
２）「学生理解」
　「学生理解」に関する文献11件は、2002年から２
年～３年に１件の割合で発行された。2016年～2017
年の２年間では連続して５件が発行され、学生がど
のような学習内容にあるのか、またどのような学習
成果をもたらしたのかなど、学生の達成度を確認す
るテーマが多かった。周手術期実習の特徴の一つに
は、術前・術直後・術後、そして退院へと、看護の
展開が速いこともあげられる。低侵襲手術の増加に
伴い、さらにその状況が一般化してきている。学
生は知識と技術の未熟さから、展開の速さへの対応
が難しく、不安や緊張を抱きやすい13）。また、手
術を受ける患者は、疼痛や不安、ボディイメージの
混乱、社会的役割の変更など心身共に不安定な危機
状況にあり、看護者へのニーズが高い28）。学生に
とって、身体の変化のみならず、急激な心理的変化
への対応が求められ、難しいケアになり、今後さら
に高いストレスを感じやすい状況になることが考え
られる。
　Lazarusら46）は、ストレスフルな環境にあっても
個人の資源が豊かであれば、その状況を解決できる
対処行動をとることができ、環境適応できるとして
いる31）。つまり、状況を適切にとらえてその状況
にある自分をコントロールできているという感覚
を持つことで精神的安定を保つことが可能になると
している。手術から退院へと展開の速い周手術期実
習にあって、事前学習での臨床現場のイメージ化を
はかること、実習中では学生の考え・感情を表現す
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る機会をもてるように教員・実習指導者が関わるこ
と、もしくはカンファレンスを活用することなどの
有用性が考えられる。また、実習終了後であって
も、看護実践の経験を振り返る機会が学生のストレ
ス緩和に重要であるとの報告がある35）。実習後の
振り返りによって、学生が自分の体験を意味づけ
し、失敗体験であっても、今後への経験として肯定
的に捉えられるようになり、学生自身の成長につな
がると考えられる47）48）。
３）「看護技術教育」
　「看護技術教育」に関する文献は４件で、2009年
以降はみられていない。看護技術の全般にわたって
実習現場での実施率が低いことが報告されている。
学生が実施を積み上げていくために、卒業時到達度
の学生への意識づけ、領域間での実施状況の共有、
学生への働きかけ、実習後補習学習などがあげられ
る21）。また、学生の看護技術を実践する際の傾向
として、患者の状態観察が局所的なものにとどま
り、患者の全体への関心、配慮にいたらないことが
指摘されている。例えば、ドレーンやドレーン挿入
部は観察するが、患者の全身状態や、創部が体のど
この部位であったかが抜けがちにあることなどであ
る16）。学生としては、過度の緊張状態、援助の実
際をイメージできない、場になじむことで精いっぱ
いであることなどが原因として考えられる。一方、
周手術期実習においては、学生の受け持った患者に
よって差が大きいことも報告されている21）。受け
持ち患者が術前か術後かによる差、診療科による差
など、変動の大きい周手術期実習の臨床現場で学習
することの限界が考えられる。短期間の学習機会を
効果的に活用するためには、まずは、事前学習を行
い、知識、手順を看護場面の一連の流れをもって繰
り返し練習すること、イメージトレーニングを行い
イメージ化して臨むことなど、緊張感がある中でも
学生が落ち着いて看護場面に臨めるような学習の有
用性が考えられる。さらに、他学生の受け持ち患者
を通して看護を共有する、カンファレンスは学生が
学びたいと考えるテーマに調整するなど、看護技術
を学ぶ機会を、学生個人の体験以外へ拡大していく
方法を検討することが必要であると考える。
４）「授業設計」
　「授業設計」に関する文献は2015年と2018年の２
件であった。研究テーマは、ICU・HCU実習の成果
であり、看護実践力向上をねらいとして、受け持ち

患者の実習とは別の実習として行った報告がみられ
た。杉森ら49）は、看護学教育における授業設計に
ついて「看護に関して白紙の状態である学生が学内
の授業を通して看護学の知識や技術を習得し、それ
を実際のクライエントに展開するところまでを目標
とする」と述べている。看護実践能力の育成には、
看護学の知識や技術の習得だけでなく、それらをい
かに臨床現場の患者や家族に対して実際に提供でき
るかが重要であると示されている。先行研究では、
一般病棟での患者の在院機関の短縮化にあることか
ら、 ICU・HCU実習へと実習の場を拡大し、看護
実践力向上をはかる授業設計の成果が報告されてい
た。臨床現場の変動に柔軟に対応していく授業設計
は、今後さらに求められていくものと考えられる。
そのためには、学生の卒業時の達成目標を見定め、
また、学生自身が臨床現場の変動に対応できるよう
に、実習ごとで学習目標を学習者中心で学生と共に
考え、言語化して具体的に示し、学生自身でも何を
すればよいのか、臨床現場の状況に応じて自分で考
え行動できるような授業設計が重要になることが考
えられる。2019年厚生労働省『看護基礎教育検討会
報告書』7）では、領域横断の考え方に基づく実習の
実現化が大きな変革点として示された。周手術期実
習では、成人期・老年期が対象となり、その時の対
象にあわせた多角的な看護の実践が求められてい
る。メリットとして臨床現場の看護の捉え方に沿っ
た教育実践になり、学生の看護実践力が向上するこ
とが考えられる。一方、課題として教員のスキル
アップとともに、学生の主体的な学習能力の向上、
さらにより密な臨床現場との調整が求められると考
えられる。
５）その他の研究細目
　今回、「教育評価」「倫理教育」「医療安全教
育」「カリキュラム」「教育プログラム」「教員の
資質・能力」「キャリア開発」の７分類はみられな
かった。2019年厚生労働省『看護基礎教育検討会報
告書』における「看護師等養成所の運営に関する指
導ガイドライン」7）の発表にあわせ、「カリキュラ
ム」「教育プログラム」などの研究がすすめられ、
周手術期実習でも、さまざまに検討されていくもの
と考えられる。本研究における対象文献の中でも、
周手術期実習の前に慢性期実習を行うなど、学生の
学習段階を考慮し、科目を横断するような教育プロ
グラムがみられた20）。学生が、より効果的な学習
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を進めるために、今後は、さらに教育機関と実習施
設、教員と実習指導者の連携など、「カリキュラ
ム」「教育プログラム」「教員の資質・能力」にわ
たった研究が求められていくものと考えられる。

Ⅵ．結論
　対象文献は29件で、対象者は看護学生26件、臨床
指導看護師２件、その他１件であった。研究細目
で分類すると、「教授方略」12件、「学生理解」11
件、「看護技術教育」４件、「授業設計」２件で
あり、2015年以降「学生理解」が最も多く、新たに
「授業設計」がみられはじめた。患者の在院日数が
短縮化する周手術期実習の現状に対応することが課
題であるが、看護を具体的にイメージして実習に臨
む事前学習の有効性が「教授方略」「学生理解」

「看護技術教育」の多側面から裏づけられた。ま
た、事前学習は学生間の学力格差という現代的学力
の課題への対応として重要であることが示唆され
た。今後、「看護師等養成所の運営に関する指導ガ
イドライン」7）の発表にあわせ、「授業設計」、な
らびに「カリキュラム」「教育プログラム」などの
研究がすすめられていくものと考えられる。
　利益相反：本研究における利益相反は存在しな
い。

著者資格：KTは研究の着想・データ収集・分析・
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確認した。
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